
八
重
山
諸
島
か
ら
見
た
日
本
／
沖
縄
（
こ

「
境
界
の
島
々
」
　
の
歴
史

原
知
章
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
ウ
ェ
ッ
ブ
・
サ
イ
ト
。
個
人
的
に
与
那
国

盲
に
つ
い
て
情
報
を
得
よ
う
と
し
て
、
偶
然
に
原
研
究
室
H
P
へ
辿
り
つ
い

亮
。
そ
こ
に
は
、
与
那
国
島
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
あ
り
、
中
で
も
私
は

面
さ
ん
が
八
重
山
毎
日
新
聞
な
ど
に
寄
稿
さ
れ
た
記
事
な
ど
を
興
味
深
く
拝

読
し
、
早
速
メ
ー
ル
を
お
送
り
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ま
た
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
私
の
手
元
に
注
文
し
て
い
た
沖
縄
・
与
那
国
関
係
図

音
数
冊
が
宅
配
便
で
届
き
、
そ
の
中
に
偶
然
、
原
さ
ん
の
近
著
（
『
民
俗
文
化

㊦
現
在
　
沖
縄
・
与
那
国
島
の
「
民
俗
」
の
ま
な
ざ
し
』
而
成
社
、
2
0
0

甘
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。
原
さ
ん
の
ご
研
究
は
、
私
た
ち
が
沖
縄
に
つ
い
て

考
え
る
上
で
、
と
て
も
刺
激
的
に
思
わ
れ
ご
寄
稿
を
お
願
い
し
た
。
（
明
楽
）

一
八
重
山
諸
島
の
「
重
層
的
な
境
界
性
」

九
州
の
南
端
か
ら
台
湾
ま
で
一
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
弧
状
に
連
な
る
琉
球
列
島
の
最
西
南
端
を
占
め
る
島
々
が
、

八
重
山
諸
島
（
以
下
、
「
八
重
山
」
と
記
述
）
　
で
あ
る
。
八
重
山
は
、

東
西
一
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
域

に
散
在
す
る
大
小
三
一
の
島
々
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

原
　
知
事

一
二
の
島
々
　
（
石
垣
島
、
竹
富
島
、
西
表
島
、
鳩
間
島
、
由
布
島
、

小
浜
島
、
加
屋
莫
島
、
黒
島
、
上
地
島
、
下
地
島
、
波
照
間
島
、

与
那
国
島
）
　
が
有
人
島
で
あ
る
　
（
平
成
一
四
年
六
月
末
現
在
）
。
八

重
山
は
、
石
垣
市
　
（
人
口
‥
四
三
三
〇
二
人
、
平
成
一
二
年
度
国

勢
調
査
よ
り
）
、
竹
富
町
　
（
人
口
‥
三
五
五
一
人
）
、
与
那
国
町

（
人
口
‥
一
八
五
二
人
）
　
の
三
つ
の
行
政
区
城
か
ら
な
る
。
こ
の
う

ち
石
垣
市
と
与
那
国
町
は
一
島
一
区
域
で
あ
り
、
竹
富
町
は
一
〇

の
有
人
島
か
ら
な
る
。

沖
縄
島
の
那
覇
空
港
か
ら
飛
行
機
に
乗
る
と
一
時
間
ほ
ど
で
、

八
重
山
の
　
「
玄
関
口
」
　
に
当
た
る
石
垣
島
の
石
垣
空
港
に
着
く
。

石
垣
空
港
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
飛
行
機
の
窓
か
ら
は
、
石
垣
島

の
周
囲
に
広
が
る
サ
ン
ゴ
礁
の
海
が
織
り
成
す
美
し
い
色
彩
の
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
空
港
に
到
着
し
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て
飛
行
機
の
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
る
と
、
「
南
国
」
　
の
暖
か
い
空
気
が

身
体
を
包
ん
で
く
れ
る
。
空
港
の
周
囲
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
葉

が
風
に
吹
か
れ
て
ざ
わ
ざ
わ
と
揺
れ
て
い
る
　
－
　
八
重
山
を
初
め

て
訪
れ
る
者
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
海
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
を
目
に
し
、

暖
か
な
空
気
に
身
体
を
包
ま
れ
る
こ
と
で
　
「
あ
あ
、
私
は
南
国
に

来
た
ん
だ
」
　
と
の
感
慨
を
抱
く
に
違
い
な
い
。
少
な
く
と
も
一
九

九
二
年
に
私
が
初
め
て
八
重
山
を
訪
れ
た
と
き
は
そ
う
で
あ
っ
た
。

以
来
、
一
〇
年
間
に
、
幾
度
と
な
く
八
重
山
に
足
を
運
び
、
ま
た
、

八
重
山
の
自
然
・
風
土
や
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。

そ
の
間
に
、
私
が
当
初
抱
い
て
い
た
　
「
美
し
い
南
国
」
　
と
い
う
八

重
山
の
印
象
は
一
変
し
た
。

美
し
い
と
思
わ
れ
た
サ
ン
ゴ
礁
の
海
に
は
、
一
九
七
二
年
の
日

本
復
帰
以
後
、
土
地
改
良
事
業
や
観
光
開
発
事
業
が
盛
ん
に
な
る

と
と
も
に
大
量
の
表
土
や
化
学
肥
料
が
流
れ
込
ん
で
き
た
。
今
や

八
重
山
の
サ
ン
ゴ
樵
の
海
は
瀕
死
の
状
態
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
八
重
山
の
伝
統
的
な
農
作
物
で
は
な
か
っ
た
。

一
七
世
紀
末
以
後
、
明
治
期
に
な
る
ま
で
八
重
山
で
は
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
栽
培
が
琉
球
王
府
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
八
重

山
の
島
々
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
が
広
が
っ
て
い
く
の
は
第
二
次
大
戦

後
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。

八
重
山
は
、
た
し
か
に
年
間
の
気
温
の
変
化
が
少
な
く
温
暖
な

地
域
で
あ
る
が
、
台
風
と
干
ば
つ
が
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る
地
域

で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
八
重
山
の
人
び
と
は
、
一
九
六
〇
年
代
に

い
た
る
ま
で
、
風
土
病
と
し
て
の
マ
ラ
リ
ア
に
苦
し
め
ら
れ
て
き

た
。歴
史
・
文
化
の
面
で
い
え
ば
、
八
重
山
は
、
そ
の
地
域
的
な
特

性
を
「
重
層
的
な
境
界
性
」
　
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
で
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あ
る
。
「
重
層
的
な
境
界
性
」
　
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

日
本
の
な
か
に
は
、
歴
史
・
文
化
の
面
に
お
い
て
　
「
日
本
で
あ

っ
て
、
日
本
で
は
な
い
」
　
と
そ
の
地
域
的
特
性
を
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
境
界
的
地
域
が
存
在
す
る
。
沖
縄
県
　
（
以
下
、
「
沖
縄
」

と
記
述
）
　
は
、
そ
う
し
た
　
「
日
本
で
あ
っ
て
、
日
本
で
は
な
い
」

境
界
的
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
沖
縄
は
ま
た
、
「
沖
縄
」
　
と
ひ
と
く
く
り
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
歴
史
・
文
化
的
多
様
性
を
内
に
抱
え
込
ん
で
い

る
。
東
西
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
海
域
に
散
在
す
る
四
九
の
有
人
島
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
沖

縄
で
は
、
島
ご
と
に
、
さ
ら
に
は
島
内
の
　
「
シ
マ
」
　
（
い
わ
ゆ
る
自

然
村
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
の
行
政
区
画
に
お
け
る
　
「
字
」
　
に
ほ

ぼ
相
当
す
る
）
　
ご
と
に
、
独
自
の
歴
史
・
文
化
が
形
成
・
展
開
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
・
文
化
的
多
様
性
を
抱
え
込
ん
で
い
る
沖
縄
の

な
か
に
は
、
「
沖
縄
で
あ
っ
て
、
沖
縄
で
は
な
い
」
と
そ
の
地
域
的

特
性
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
境
界
的
地
域
が
存
在
す
る
。
八

重
山
は
、
そ
う
し
た
　
「
沖
縄
で
あ
っ
て
、
沖
縄
で
は
な
い
」
境
界

的
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
詳
述
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
が
、
そ
の
八
重
山
の
島
々
の
な
か
に
も
、
実
は

「
八
重
山
で
あ
っ
て
、
八
重
山
で
は
な
い
」
と
地
域
的
特
性
を
表
晩

す
る
こ
と
が
で
き
る
境
界
的
地
域
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
八
重
山
は
、
「
日
本
で
あ
っ
て
、
日
本
で
は
な
い
」

沖
縄
の
な
か
の
　
「
沖
縄
で
あ
っ
て
、
沖
縄
で
は
な
い
」
境
界
的
地

域
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
内
部
に
　
「
八
重
山
で
あ
っ
て
、
八
重
山

で
は
な
い
」
地
域
を
含
む
　
「
重
層
的
な
境
界
性
」
　
に
よ
っ
て
特
徴

づ
け
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
の
だ
。

こ
の
小
論
で
は
、
八
重
山
の
歴
史
を
素
描
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

八
重
山
を
構
成
す
る
島
々
の
特
性
と
し
て
の
重
層
的
な
境
界
性
の

形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
八
重
山
に
お
け

る
重
層
的
な
境
界
性
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
あ
ら
た
め
て
　
「
日
本
」
と
は
何
か
、
「
沖
縄
」
と
は
何
か
を
問

う
て
み
た
い
と
思
う
。

私
が
こ
の
小
論
を
通
じ
て
主
張
し
た
い
こ
と
は
、
以
下
の
二
点

で
あ
る
。
第
一
に
、
八
重
山
の
重
層
的
な
境
界
性
と
は
、
外
部
地

域
と
の
関
係
を
通
じ
て
人
為
的
・
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
特

性
で
あ
っ
て
、
八
重
山
の
自
然
的
・
超
歴
史
的
な
地
域
的
特
性
に

還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二

に
、
八
重
山
の
重
層
的
な
境
界
性
が
人
為
的
・
歴
史
的
に
形
成
さ
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れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
八
重
山
を
境
界
的
地
域
と
し
て
組
み

込
ん
だ
日
本
や
沖
縄
も
ま
た
、
人
為
的
・
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て

き
た
地
域
的
単
位
で
あ
っ
て
、
自
然
的
・
超
歴
史
的
な
自
明
の
単

位
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

地
域
間
の
、
人
間
集
団
間
の
、
あ
る
い
は
文
化
間
の
境
界
は
、

し
ば
し
ば
自
然
的
・
超
歴
史
的
な
自
明
性
を
ま
と
っ
て
い
る
。
し

か
し
こ
れ
ら
の
境
界
が
、
実
際
に
は
人
為
的
・
歴
史
的
に
形
成
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
近
年
、
人
文
社
会
科
学

の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
　
「
近
代
性
（
m
O
d
e
r
n
i
旦
」
　
や
「
国
民

国
家
　
（
n
a
t
i
O
n
S
F
t
e
）
」
　
の
問
い
直
し
が
進
む
な
か
で
、
改
め
て
明

ら
か
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
成
果
を
大

づ
か
み
に
述
べ
れ
ば
、
近
代
性
の
拡
大
・
深
化
や
国
民
国
家
の
形

成
の
過
程
は
、
地
域
間
に
、
人
間
集
団
間
に
、
あ
る
い
は
文
化
間

に
明
確
な
境
界
線
が
引
か
れ
、
「
自
己
＝
わ
れ
わ
れ
」
　
と
　
「
他
者
＝

彼
ら
」
　
が
排
他
的
な
存
在
と
し
て
析
出
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
伴

っ
て
お
り
、
そ
の
過
程
は
自
己
や
他
者
の
管
理
・
支
配
・
統
治
と

相
即
不
離
の
関
係
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
小
論
も
、
こ
う
し
た
　
「
近
代
性
」
　
や
　
「
国
民
国
家
」
　
の
批

判
的
研
究
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
従
来
の
研
究
で
は
、
日
本
の
　
「
内
」
　
と
　
「
外
」
　
の

境
界
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
　
「
単
層
的
」
　
な
自
己
と
他
者
の
境
界
性

が
中
心
的
な
主
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
検
討

の
対
象
と
な
る
時
代
も
ほ
ぼ
近
代
以
後
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
こ
の
小
論
で
は
、
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
重
層
的
」
　
な
自
己
と
他
者
の
境
界
性
に
注

目
し
、
先
史
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
長
期
の
歴
史
を
射

程
に
入
れ
て
、
八
重
山
に
お
け
る
重
層
的
な
境
界
性
の
形
成
過
程

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
議
論
を

進
め
る
。

ま
ず
、
八
重
山
の
歴
史
の
時
代
区
分
を
設
定
し
、
そ
の
上
で
、

八
重
山
の
歴
史
を
総
括
的
に
述
べ
る
。
つ
ぎ
に
、
先
史
時
代
か
ら

現
代
に
い
た
る
ま
で
の
八
重
山
の
歴
史
を
具
体
的
に
叙
述
す
る
。

最
後
に
、
八
重
山
の
歴
史
の
特
質
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

八
重
山
に
お
け
る
重
層
的
な
境
界
性
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
、

八
重
山
か
ら
見
た
　
「
日
本
」
　
と
　
「
沖
縄
」
　
に
つ
い
て
論
じ
る
。

紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
こ
の
小
論
で
は
歴
史
の
叙
述
も
考
察
も
、

あ
く
ま
で
　
「
素
描
」
　
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
の
小
論
を
、
今
後
、
よ

り
詳
細
な
議
論
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
足
が
か
り
と
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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〓
　
時
代
区
分
の
設
定

は
じ
め
に
、
歴
史
の
認
識
・
叙
述
の
枠
組
み
と
し
て
の
時
代
区

分
を
設
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
図
1
は
、
八
重
山
の
歴
史

の
時
代
区
分
を
、
沖
縄
諸
島
、
日
本
本
土
、
中
国
の
歴
史
の
時
代

区
分
と
照
ら
し
合
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
沖
縄
諸
島
の
歴

史
の
「
先
史
時
代
」
、
「
古
琉
球
」
、
「
近
世
琉
球
」
、
「
近
代
」
　
（
ま
た

は
「
近
代
沖
縄
」
）
、
「
現
代
」
　
（
ま
た
は
「
現
代
沖
縄
」
）
と
い
う
時

代
区
分
は
、
実
は
、
八
重
山
を
ふ
く
む
沖
縄
全
体
の
歴
史
の
時
代

区
分
と
し
て
、
人
口
に
胎
英
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代

区
分
の
枠
組
み
の
も
と
で
は
、
八
重
山
を
ふ
く
む
沖
縄
の
歴
史
は
、

た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
る
　
（
高
良
一
九
八
九
、
一

八
～
一
九
貢
）
。

古
琉
球
に
お
け
る
こ
の
王
国
の
形
成
・
成
立
・
展
開
と
い
う
一

連
の
歴
史
過
程
は
、
一
六
〇
九
年
の
島
津
侵
入
事
件
に
よ
っ
て

終
止
符
を
打
た
れ
、
以
後
は
王
国
体
制
を
保
持
し
っ
つ
も
本
質

的
に
は
幕
藩
体
制
の
一
環
に
編
成
さ
れ
た
時
代
、
い
い
か
え
る

と
、
「
幕
藩
体
制
の
中
の
異
国
」
と
し
て
近
世
琉
球
の
時
代
を
歩

む
こ
と
に
な
る
。
琉
球
処
分
＝
沖
縄
県
設
置
　
（
一
八
七
九
年
）

の
結
果
、
王
国
体
制
は
解
体
し
、
沖
縄
は
近
代
日
本
の
一
領
域

と
し
て
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
　
（
近
代
沖
縄
）
。
と
こ
ろ
が
、

沖
縄
戦
（
一
九
四
五
年
）
を
契
機
と
し
て
、
戦
後
沖
縄
の
渦
中

に
お
い
て
、
沖
縄
住
民
の
間
か
ら
日
本
社
会
へ
の
復
帰
を
求
め

る
運
動
が
広
汎
に
起
こ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
含
み
つ
つ
も

日
本
復
帰
が
実
現
し
　
（
一
九
七
二
年
）
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
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琉
球
・
沖
縄
の
島
々
に
住
み
つ
い
た
人
々
　
－
　
こ
の
人
々
が

原
日
本
文
化
と
も
い
う
べ
き
文
化
複
合
の
所
有
者
で
あ
っ
た
こ

と
は
す
で
に
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
　
－
　
は
、
旧
石
器
時
代
・

貝
塚
時
代
と
い
う
長
い
先
史
時
代
を
経
て
、
一
二
世
紀
頃
か
ら

は
本
格
的
な
農
耕
社
会
に
突
入
し
、
や
が
て
一
五
世
紀
初
期
に

至
っ
て
琉
球
・
沖
縄
の
各
島
嘆
を
版
図
と
す
る
自
立
し
た
国
家

主
体
、
す
な
わ
ち
琉
球
王
国
を
成
立
さ
せ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

八
重
山
を
ふ
く
め
て
沖
縄
の
歴
史
を
叙
述
す
る
際
に
は
、
た
し

か
に
先
の
時
代
区
分
の
枠
組
み
が
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
八
重
山
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
歴
史
を
叙
述
す
る
際
に

は
、
図
1
に
示
し
た
通
り
、
独
自
の
時
代
区
分
を
設
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
沖
縄
全
体
の
歴
史
の
時
代
区
分
の
枠
組

み
は
、
沖
縄
諸
島
の
歴
史
を
叙
述
す
る
際
に
は
そ
の
ま
ま
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
八
重
山
の
歴
史
を
叙
述
す
る
際
に
は
そ
の
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ま
ま
適
用
で
き
な
い
と
い
う
の
が
私
の
意
見
で
あ
る
。
た
だ
し
、

私
は
考
古
学
や
歴
史
学
を
専
門
と
す
る
者
で
は
な
く
、
こ
こ
で
提

示
し
た
八
重
山
の
歴
史
の
時
代
区
分
の
枠
組
み
は
、
あ
く
ま
で

「
門
外
漢
」
　
が
便
宜
的
に
仮
構
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
の
主
要
な
関
心
は
、
「
過
去
」
そ

れ
自
体
よ
り
も
、
八
重
山
と
い
う
地
域
の
特
質
、
そ
し
て
　
「
現
在
」

の
八
重
山
の
歴
史
上
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
図

1
に
示
し
た
八
重
山
の
歴
史
の
時
代
区
分
の
枠
組
み
は
、
こ
う
し

た
私
の
関
心
を
強
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
　
八
重
山
の
歴
史
の
総
括

各
々
の
時
代
の
具
体
的
な
歴
史
の
叙
述
に
入
る
前
に
、
図
1
の

時
代
区
分
に
基
づ
い
て
八
重
山
の
歴
史
を
総
括
し
て
お
き
た
い
。

先
史
時
代
（
約
四
〇
〇
〇
年
前
～
二
一
世
紀
ご
ろ
ま
で
）
　
現
在
の
と

こ
ろ
約
四
〇
〇
〇
年
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
八
重

山
の
先
史
時
代
に
は
、
中
国
南
部
・
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
セ

ア
ニ
ア
な
ど
　
「
南
方
」
　
の
地
域
の
先
史
文
化
と
類
似
性
・
関
連
性

が
強
く
見
ら
れ
る
文
化
が
形
成
・
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
頃
の
八
重

山
で
は
、
沖
縄
諸
島
や
日
本
本
土
な
ど
　
「
北
方
」
　
の
地
域
と
の
交

流
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ス
ク
時
代
（
三
世
紀
ご
ろ
⊥
六
世
紀
初
頭
ま
で
）
　
三
世
虻

以
後
、
沖
縄
諸
島
や
中
国
と
の
交
流
が
は
じ
ま
り
、
海
外
交
易
が

活
発
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
三
世
紀
ご
ろ
に

は
農
耕
が
普
及
し
た
。
そ
し
て
、
海
外
と
の
交
易
や
農
耕
社
会
へ

の
移
行
を
背
景
と
し
て
各
地
に
首
長
が
現
わ
れ
、
群
雄
割
拠
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
「
ス
ク
時
代
」
　
と
い
う
名
称
は
、
石
垣
島

在
住
の
考
古
学
者
・
大
藩
永
自
民
の
主
唱
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

大
酒
氏
は
、
こ
の
時
代
の
遺
跡
が
立
地
す
る
場
所
の
一
帯
の
地
名

が
、
し
ば
し
ば
　
「
○
○
ス
ク
」
　
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
に
着
目

し
て
、
「
ス
ク
時
代
」
　
と
い
う
名
称
を
提
唱
し
た
　
（
大
潰
一
九
九

九
）
。
こ
の
　
「
ス
ク
」
と
い
う
地
名
は
、
同
時
代
の
沖
縄
諸
島
を
は

じ
め
と
す
る
琉
球
列
島
各
地
で
多
数
構
築
さ
れ
た
　
「
グ
ス
ク
　
（
城

塞
）
」
　
に
通
じ
る
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

琉
球
王
国
時
代
（
〓
ハ
世
紀
初
頭
～
一
八
七
九
年
の
沖
縄
県
設
置
ま
で
）

沖
縄
諸
島
に
成
立
し
て
い
た
琉
球
王
国
が
版
図
の
拡
大
を
進
め
た

結
果
、
一
六
世
紀
初
頭
に
八
重
山
諸
島
は
琉
球
王
国
の
版
図
に
組

み
込
ま
れ
、
琉
球
王
府
の
統
治
下
に
お
か
れ
た
。
一
六
〇
九
年
の

島
津
侵
入
事
件
以
後
は
、
琉
球
王
府
に
よ
る
八
重
山
の
統
治
が
再

編
・
強
化
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
　
「
人
頭
税
」
　
が
制
度
化
さ
れ
た
。
人

頭
税
に
加
え
て
、
中
間
役
人
層
に
よ
る
搾
取
が
横
行
し
、
自
然
災
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害
や
疫
病
な
ど
が
頻
発
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
八
重
山
の
農
村
は

疲
弊
し
た
。

近
代
二
八
七
九
年
～
一
九
四
五
年
の
終
戦
ま
で
）
　
一
八
七
九
年
、

明
治
政
府
に
よ
り
、
琉
球
王
国
が
解
体
さ
れ
、
沖
縄
県
が
設
置
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
日
清
両
国
間
で
宮
古
諸
島
・
八
重
山
諸
島
を
清

国
領
土
と
す
る
内
容
を
ふ
く
む
「
分
島
改
約
案
」
が
合
意
さ
れ
た

が
、
正
式
な
調
印
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
八
重
山
は
日

本
国
の
領
土
と
し
て
確
定
さ
れ
た
。
沖
縄
で
は
、
琉
球
王
国
解
体

後
も
、
琉
球
王
国
時
代
の
諸
制
度
を
存
続
さ
せ
る
　
「
旧
慣
温
存
政

策
」
が
と
ら
れ
、
八
重
山
の
農
村
で
は
、
過
酷
な
税
制
や
役
人
層

に
よ
る
搾
取
が
つ
づ
い
た
。
沖
縄
と
日
本
国
内
の
他
地
域
と
の
制

度
面
の
格
差
が
最
終
的
に
解
消
さ
れ
た
の
は
一
九
二
〇
年
前
後
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
三
一
年
に
柳
条
湖
事
件
が
勃
発
し
、
日
本

国
が
一
五
年
戦
争
に
突
入
す
る
と
、
八
重
山
で
も
し
だ
い
に
戦
時

色
が
濃
く
な
っ
て
い
き
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は
空
襲
や
戦
争
マ

ラ
リ
ア
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。

現
代
二
九
四
五
年
～
現
在
ま
で
）
　
太
平
洋
戦
争
後
、
沖
縄
は
米

軍
の
統
治
下
に
お
か
れ
た
。
戦
後
、
沖
縄
の
人
口
は
、
戦
争
引
揚

者
の
帰
還
な
ど
に
よ
り
著
し
く
増
加
し
、
食
糧
不
足
が
深
刻
化
し

た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
石
垣
島
や
西
表
島
で
は
、
沖
縄
諸
島

や
宮
古
諸
島
か
ら
多
く
の
人
び
と
が
開
拓
移
住
者
と
し
て
入
植
し
、

定
着
し
て
い
っ
た
。
米
軍
統
治
下
に
あ
っ
た
二
七
年
間
に
、
八
重

山
で
は
、
産
業
構
造
の
変
化
、
高
学
歴
化
、
市
場
経
済
の
浸
透
な

ど
の
社
会
変
動
が
進
ん
だ
。
こ
の
社
会
変
動
に
と
も
な
っ
て
、
と

く
に
離
島
か
ら
の
人
口
流
出
が
進
ん
だ
。
一
九
七
二
年
の
日
本
復

帰
以
後
は
、
日
本
国
政
府
主
導
の
も
と
社
会
資
本
や
産
業
基
盤
の

整
備
が
進
み
、
一
九
八
〇
年
代
以
後
は
観
光
地
化
が
進
ん
だ
。
近

年
で
は
、
公
共
事
業
や
観
光
開
発
事
業
に
よ
る
環
境
破
壊
が
問
題

化
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
離
島
か
ら
の
人
口
流

出
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
近
年
で
は
、
八

重
山
以
外
の
地
域
、
と
く
に
日
本
本
土
か
ら
八
重
山
に
移
り
住
む

人
び
と
の
数
が
し
だ
い
に
増
え
て
き
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

次
回
は
、
以
上
に
総
括
的
に
述
べ
た
八
重
山
の
歴
史
を
具
体
的

に
叙
述
し
た
い
。
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